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近
世
信
濃
国
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
展
開

信
濃
国
の
不
受
不
施
に
つ
い
て

作

田

光

照

（
現
代
宗
教
研
究
所
所
員
）

一
、
は
じ
め
に

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
に
豊
臣
秀
吉
は
京
都
方
広
寺
千
僧
供
養
会
に
際
し
、
各
宗
派
に
出
仕
を
命
じ
た
。
し
か
し
「
彼
の
大
佛

供
養
は
他
宗
の
施
な
る
ゆ
え
に
こ
れ
を
受
ず
」
（
１
）

と
し
て
出
仕
を
拒
否
し
た
京
都
妙
覚
寺
二
一
世
仏
性
院
日
奥
と
そ
れ
に
同
調
す
る
法
華
宗

の
一
派
は
以
来
、
法
華
経
未
信
・
謗
法
の
者
の
支
援
を
受
け
ず
・
施
さ
ず
、
卦
建
支
配
に
包
摂
さ
れ
な
い
集
団
「
不
受
不
施
派
（
不
受

派
）」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
幕
府
は
、
十
五

十
六
世
紀
の
戦
国
時
代
に
お
け
る
一
揆
に
よ
る
大
規
模
な
反
体
制
運
動
の
起

因
の
一
つ
と
し
て
、
宗
教
が
多
分
に
関
っ
て
い
た
経
験
か
ら
、
仏
教
勢
力
を
そ
の
権
力
下
に
置
く
た
め
、
朱
印
地
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り

教
団
の
経
済
上
、
社
会
上
の
地
位
を
保
証
し
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
下
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
妙
覚
寺
日
奥
を
中
心
と

す
る
不
受
不
施
派
は
、
切
支
丹
と
共
に
公
権
に
従
わ
ざ
る
集
団
、
邪
宗
門
と
し
て
次
第
に
幕
府
権
力
か
ら
の
弾
圧
を
う
け
、
社
会
か
ら
阻

害
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
反
面
で
千
僧
供
養
会
に
出
仕
し
た
京
都
本
満
寺
系
の
日
重
・
日
乾
・
日
遠
等
は
、
身
延
山
久
遠
寺
を
中
心
に
、
法
理
上
、
王
侯
・

公
武
を
除
外
す
る
体
勢
を
作
り
上
げ
、
権
力
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
封
建
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
の
方
策
を
う
ち
出
し
受
不
施
派
（
受
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派
）
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
不
受
不
施
論
争
は
大
阪
城
対
論
、
東
都
江
戸
城
に
移
り
常
楽
院
日
経
の
慶
長
法
難
等
（
２
）を
経
て
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）

身
池
対
論
が
行
わ
れ
た
が
結
果
、
身
延
方
受
派
が
勝
訴
し
、
敗
訴
し
た
不
受
派
の
池
上
方
六
名
は
左
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
流
罪
と
な
っ

た
。
（
３
）

・
池
上
・
比
企
両
山
十
六
世

長
遠
院
日
樹

信
濃
国
伊
那
郡
飯
田

脇
坂
安
元
預
か
り

・
下
総
中
山
法
華
経
寺
十
九
世
（
隠
居
）

寂
静
院
日
賢

遠
州
横
須
賀
井
上
河
内
守
正
利

・
下
総
平
賀
本
土
寺
十
七
世

了
心
院
日
弘

豆
州
戸
田

・
上
総
小
西
談
所

守
玄
院
日
領
（
小
湊
前
住
十
六
世
・
小
松
原
十
三
世
）
は
じ
め
佐
渡
、
の
ち
奥
州
中
村
相
馬
藩
池
田
次
郎
左
右

衛
門
尉
直
介
（
大
膳
亮
義
胤
）

・
下
総
中
村
談
林
第
八
世
能
化

遠
寿
院
日
充

奥
州
岩
代
平

内
藤
帯
刀
忠
興

・
碑
文
谷
法
華
寺
十
一
世

修
禅
院
日
進

信
州
上
田

仙
石
越
前
守
政
俊

し
か
し
彼
ら
六
名
の
流
罪
生
活
は
後
の
寛
文
法
難
の
よ
う
に
入
牢
す
る
こ
と
も
な
く
、
特
に
碑
文
谷
日
進
は
信
州
上
田
藩
仙
石
政
俊
預

か
り
と
な
り
な
が
ら
、
現
実
的
に
は
信
徒
預
か
り
（
４
）で
あ
っ
た
た
め
、
寛
文
法
難
以
降
の
流
罪
、
遠
島
に
比
べ
る
と
か
な
り
緩
や
か
な
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
樹
・
日
充
以
外
の
四
名
に
は
配
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

信
濃
国
に
は
池
上
日
樹
と
碑
文
谷
日
進
が
流
さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
日
樹
・
日
進
の
影
響
下
の
も
と
、
不
受
不
施
論
争
の
渦
中
へ
と
向

か
っ
た
。
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二
、
伊
那
郡

領
法
寺
・
隣
政
寺
・
光
明
寺

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
四
月
、
両
山
十
六
世
長
遠
院
日
樹
は
敗
訴
後
、
そ
の
流
罪
地
、
伊
那
郡
飯
田
郷
、
脇
坂
安
元
預
か
り
と
な
っ

た
。
同
地
で
は
翌
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
一
年
程
の
逗
留
で
死
去
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
数
通
の
書
簡
と
本
尊
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
５
）

他
、
同
地
で
の
日
樹
の
教
え
が
伝
播
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
不
受
不
施
寺
院
で
あ
る
谷
中
感
応
寺
末
の
寺
が
三
ヶ
寺
存
在

し
て
い
た
。

下
伊
那
の
領
法
寺
・
隣
政
寺
・
光
明
寺
の
三
ヶ
寺
（
６
）が
こ
れ
に
あ
た
り
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
成
立
の
『
伊
那
神
社
仏
閣
記
』
（
７
）
で
は

当
時
の
宗
旨
を
天
台
宗
と
し
な
が
ら
も
、
縁
起
に
よ
る
と
以
前
は
法
華
宗
で
谷
中
感
応
寺
末
寺
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

市
田
郷

九
ヶ
村
之
内
山
吹
領
也
、

山
吹

一

天
台
宗

座
光
山

江
戸
谷
中
感
応
寺
末
山

領
法
寺

古
来
法
華
宗
に
而
、
山
吹
之
領
主
座
光
寺
喜
慶
為
菩
提
所
開
基
す
、
不
受
不
施
御
改
并
に
元
禄
四
年
悲
田
院
御
改
に
而
、
元
禄
九
丙

年
よ
り
天
台
宗
に
改
る
、

駒
場
田
沢
入

一

天
台
宗

普
門
山

江
戸
谷
中
感
応
寺
末
山

隣
政
寺

俗
呼
而
山
ノ
寺
と
云
、

此
山
古
跡
に
而
奥
の
院
に
戒
壇
有
、
日
蓮
聖
人
之
直
書
等
数
々
有
、
不
受
不
施
悲
田
院
御
改
前
は
法
花
宗
、
元
禄
九
丙
年
よ
り
天
台

宗
に
改
宗
す
、

観
音
堂

伊
那
順
礼
三
十
二
番

新
田
町

一

天
台
宗

江
戸
谷
中
感
応
寺
末
山

光
明
寺
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初
は
法
花
宗
也
、
元
禄
之
改
に
天
台
に
改
宗
す
、
前
之
寺
地
は
町
之
北
之
方
に
有
、
元
禄
年
中
大
仏
堂
へ
寺
を
引
移
す
、
寺
中
に
大

仏
有
、
是
は
松
下
年
来
寺
之
住
僧
空
誉
上
人
之
作
に
而
一
宇
建
立
す
、
後
に
光
明
寺
を
引
移
し
境
内
一
つ
に
成
、
古
之
寺
地
と
も
に

光
明
寺
控
と
成
、
当
寺
本
尊
観
音
古
仏
に
而
石
之
唐
櫃
に
安
置
す
、（
傍
点
筆
者
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
光
明
寺
の
「
元
禄
之
改
」
め
、
す
な
わ
ち
領
法
寺
、
隣
政
寺
の
文
中
、
元
禄
四
年
の
「
不
受
不
施
悲
田
院
御
改
」
め

が
こ
れ
あ
た
り
、
光
明
寺
は
同
年
に
、
隣
政
寺
・
領
法
寺
は
元
禄
九
年
に
天
台
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
伊
那
神
社
仏
閣

記
』
以
降
、
延
亨
二
年
（
一
七
四
五
）
作
成
の
「
延
享
の
末
寺
帳
」
へ
は
法
華
宗
寺
院
と
し
て
の
記
載
は
無
く
、
次
の
「
天
明
の
末
寺

帳
」（
天
台
宗
の
も
の
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
前
後
の
作
成
）
に
は
、
三
ヶ
寺
と
も
天
台
宗
の
欄
に
「
武
州
谷
中
感
応
寺
末
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
寺
で
あ
る
感
応
寺
、
碑
文
谷
法
華
寺
は
同
じ
「
天
明
の
末
寺
帳
」
の
「
府
内
天
台
宗
」
（
８
）

以
下
に
、

豊
島
郡
谷
中

一

御
朱
印
高
三
拾
八
石
餘

長
耀
山

院
家
寺

感
應
寺

寺
中
八
ヶ
寺

末
寺
三
ヶ
寺

信
州
ニ
有
之

（
中
略
）

荏
原
郡
馬
込
領
碑
文
谷

一

御
朱
印
高
拾
九
石

妙
光
山
吉
祥
院

法
華
寺

寺
中
八
ヶ
寺

内
七
ヶ
寺
廃
寺

末
寺

壹
ヶ
寺
（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
。
感
応
寺
の
「
末
寺
三
ヶ
寺

信
州
ニ
有
之
」
と
は
、
こ
の
隣
政
寺
・
領
法
寺
・
光
明
寺
に
あ
た
る
。

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
四
月
二
八
日
に
悲
田
禁
止
と
な
り
碑
文
谷
法
華
寺
、
谷
中
感
応
寺
と
小
湊
誕
生
寺
は
、
受
派
へ
転
派
す
る
こ
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と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
久
遠
寺
の
支
配
下
と
な
っ
た
（
９
）。

又
日
蓮
宗
悲
田
派
小
湊
誕
生
寺
。
碑
文
谷
法
華
寺
。
谷
中
感
應
寺
。
受
不
施
派
久
遠
寺
日
脱
。
本
門
寺
日
玄
。
妙
法
華
寺
日
宗
。
妙

光
寺
日
殷
。
弘
法
寺
日
榮
。
本
土
寺
日
信
。
瑞
輪
寺
日
孝
。
善
立
寺
日
勇
。
宗
延
寺
日
典
。
承
教
寺
日
随
。
朗
惺
寺
日
立
等
を
め
し

て
。
裁
詞
を
令
せ
ら
る
。
そ
の
文
に
い
ふ
。
誕
生
。
小
湊
。
法
華
。
感
應
三
寺
。
先
年
證
状
さ
ゝ
げ
し
に
。
今
に
猶
不
受
不
施
の
邪

義
を
建
て
。
悲
田
宗
と
號
し
こ
れ
を
ひ
ろ
む
る
よ
し
。
い
と
ひ
が
事
な
り
。
今
よ
り
後
悲
田
派
不
受
不
施
を
革
め
。
受
不
施
な
り
と

も
。
又
は
他
宗
に
歸
す
る
と
も
。
そ
は
心
の
儘
た
る
べ
し
。
今
よ
り
後
悲
田
派
か
た
く
停
禁
せ
ら
る
れ
ば
お
ご
そ
か
に
改
む
べ
し
。

も
し
違
犯
せ
ば
曲
事
た
る
べ
し
と
な
り
。」
又
久
遠
。
本
門
寺
等
に
令
し
下
さ
る
ゝ
は
。
誕
生
。
法
華
。
感
應
寺
事
。
先
年
證
状
呈

せ
し
に
。
今
に
其
邪
義
宣
説
し
。
い
と
ひ
が
事
な
れ
ば
。
今
よ
り
後
悲
田
派
堅
く
停
禁
せ
ら
る
。
も
し
彼
末
寺
等
改
革
せ
ざ
る
徒
あ

ら
ば
。
査

し
て
聞
え
上
べ
し
と
な
り
。」
又
か
の
三
寺
は
天
台
の
隷
下
た
る
べ
し
と
仰
下
さ
る
。（
傍
点
筆
者
）

こ
の
書
状
に
よ
る
と
、
悲
田
の
頭
寺
で
あ
る
小
湊
誕
生
寺
、
碑
文
谷
法
華
寺
、
谷
中
感
應
寺
は
不
受
不
施
悲
田
宗
を
改
め
天
台
宗
に
改

宗
、
並
び
に
「
も
し
彼
末
寺
等
改
革
せ
ざ
る
徒
あ
ら
ば
」
と
、
そ
の
末
寺
を
含
め
る
幕
府
の
厳
達
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
台
宗
へ
の
改

宗
に
つ
い
て
は
身
延
二
八
世
日
奠
が
同
年
四
月
三
十
日
付
け
の
書
状
（

）で
、

覚

一
、
誕
生
寺
、
法
花
寺
、
感
応
寺
事
、
此
度
悲
田
不
受
不
施
御
停
止
被
レ
遊
候
付
他
宗ニ
罷
成
候
事
不
レ
及
二
是
非
一
候
、
就
レ
夫
寺
之

義
ハ
根
本
法
花
之
旧
地
ニ
而
御
座
候
処
今
更
寺
茂
他
宗ニ
成
候
得
者
為
二
宗
旨
之
一
迷
惑
義
爾
奉
レ
存
候
、
其
上
誕
生
寺
と
申
寺
ハ
日

蓮
出
生
之
地
ニ
而
御
座
候
、
依
レ
之
寺
号
茂
誕
生
寺
と
申
候
、
日
蓮
已
来
四
百
余
年
相
続
仕
候
霊
地ニ
而
御
座
候
故
若
他
宗
寺ニ
成
候

ハ

忽
一
宗
之
輩
歎
可
レ
申
候
、
其
上
以
ニ
此
例
一
諸
寺
之
旧
跡
後
々
ハ
混
乱
可
レ
仕
事
と
奉
レ
存
候
、
仮
令
出
家
ハ
一
分ニ
改
宗
仕

候
共
寺
之
儀
ハ
法
花
之
寺
院
ニ
成
候
様
ニ
偏
奉
レ
願
候
、

一
、
六
拾
三
年
已
前
以
二
台
徳
院
様
大
猷
院
様
上
意
一
酒
井
讃
岐
之
守
殿
永
井
信
濃
守
殿

仰
渡
之
趣
ハ
此
度
不
受
不
施
御
制
禁
之
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諸
寺
院
京
都
妙
覚
寺
は
身
延
隠
居
日
乾ニ
被
レ
下
、
池
上
本
門
寺
ハ
身
延
隠
居
日
遠ニ
被
レ
下
、
此
外
平
賀
、
小
湊
、
碑
文
谷
等
御
追

罸
之
諸
寺
院
之
住
持
職
ハ
向
後
従
二
身
延
一
可
二
申
付
一
旨
被
二
仰
渡
一
候
、
依
二
比
例
一
弐
拾
七
年
已
前
、
厳
有
院
様
不
受
不
施
御

制
禁
之
節
も
其
寺
方
を
身
延

支
配
仕
候ニ
罷
成
候
事
右

御
三
大
之
通ニ
被
二

仰
付
一
被
レ
下
候
ハ

別
而
難
レ
有
可
レ
奉
レ
存

候
、

一
、
六
拾
三
年
已
前
弐
拾
七
年
已
前
之
通
誕
生
寺
等
之
三
ヶ
寺
ハ
此
方

取
扱
仕
候
寺ニ
而
御
座
候
、
依
レ
之
帰
伏
状
之
義
御
書
出
被
レ

遊
、
従
二

御
公
儀
一
身
延
日
奠
江
被
二
下
置
一
候
事
、
尤
六
拾
三
年
以
前
落
着
之
時
誕
生
寺
衆
徒
中
起
請
文
等
此
方
江
越
候
而
納

置
申
候
事
、

一
、
碑
文
谷
法
花
寺
、
開
山
中
老
日
源
上
人
遷
化
以
後
三
百
七
拾
余
年
、
寺
領
拾
九
石
、

一
、
谷
中
感
応
寺
、
開
山
日
源
上
人
、
寺
領
三
拾
八
石
、
当
寺
祖
師
之
霊
像
之
事
都
鄙
爾
隠レ
無
二
御
座
一
候
、

未
夘
月
卅
日

身

延
久

遠

寺

と
、
先
例
の
妙
覚
寺
・
本
門
寺
の
と
き
の
よ
う
に
改
宗
せ
ず
受
派
に
改
派
し
、
身
延
の
支
配
下
に
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
て
い
る
。
更
に

こ
れ
を
承
け
て
碑
文
谷
法
華
寺
は
、
そ
の
末
寺
に
対
し
て
（

）

此
度
以
二

御
上
意
一
改
宗
就
被
二
仰
付
一
候
、
末
寺
一
同
受
不
施
ニ
奉
レ
願
候
、
何
茂
於
二
御
同
心
一
者
可
レ
被
レ
加
二
判
形
一
候
、
以

上
、

五
月
二
日

碑

文

谷

法

華

寺

寺

中

判

と
、「
碑
文
谷
回
状
」
に
あ
り
、
受
派
に
な
る
よ
う
末
寺
に
同
心
を
求
め
た
。
谷
中
感
応
寺
は
碑
文
谷
法
華
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
そ
の
孫

末
寺
で
あ
る
信
州
の
領
法
寺
・
隣
政
寺
・
光
明
寺
・
も
「
末
寺
一
同
受
不
施
」
に
な
る
よ
う
こ
の
達
し
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
先
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の
光
明
寺
の
「
元
禄
之
改
」
め
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
三
ヶ
寺
は
改
派
で
は
な
く
天
台
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。

四
月
二
八
日
の
「
常
憲
院
殿
御
實
記
」
で
は
碑
文
谷
、
谷
中
、
小
湊
は
天
台
宗
に
改
宗
す
る
よ
う
迫
ら
れ
た
が
、
三
〇
日
付
け
身
延
日

奠
の
書
状
で
は
、
悲
田
邪
義
の
寺
で
あ
る
が
根
本
は
法
華
の
旧
地
で
あ
り
、
格
別
誕
生
寺
は
日
蓮
出
生
の
寺
な
の
で
天
台
宗
に
改
宗
す
る

の
で
は
な
く
受
派
へ
改
派
し
、
身
延
末
と
な
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
そ
の
結
果
、
（

）

さ
し
上
げ
申
一
札
の
事

こ
ん
と
ひ
で
ん
ふ
じ
ゆ
ふ
せ
御
ち
よ
う
じ
に
付
、
拙
僧
ど
も
義
天
台
に
改
宗
仕
べ
き
の
よ
し
願
ひ
や
う
ぢ
や
う
所
に
お
ゐ
て
申
上
候

と
こ
ろ
、
三
が
寺
の
義
ぐ
わ
ん
ら
い
ほ
つ
け
の
寺
地
に
候
間
寺
は
日
れ
ん
し
う
に
御
つ
け
あ
そ
ば
さ
る
べ
く
候
、
し
か
し
な
が
ら
せ

つ
そ
う
ど
も
じ
ゆ
ふ
せ
に
ま
か
り
な
る
べ
く
候
ハ
ゞ
こ
の
ま
ゝ
さ
し
お
か
る
べ
く
候
間
、
れ
う
け
ん
つ
か
ま
つ
り
可
二
申
上
一
の
む

ね
か
さ
ね
て
こ
れ
を
仰
わ
た
さ
る
ゝ
御
慈
悲
の
だ
ん
有
が
た
く
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
、
そ
う
だ
ん
の
上
じ
ゆ
ふ
せ
に
改
派
仕
べ
く

候
、
し
か
れ
ど
も
末
寺
に
罷
な
り
候
へ
ば
寺
の
か
く
か
ろ
く
な
り
可
レ
申
義
な
げ
か
し
く
存
た
て
ま
つ
り
候
間
、
じ
ゆ
ふ
せ
の
ふ
れ

し
た
に
仰
付
ら
れ
下
さ
れ
候
よ
う
に
ね
が
ひ
た
て
ま
つ
り
候
、
こ
れ
に
よ
つ
て
き
や
う
こ
う
身
の
ぶ
久
遠
寺
し
は
い
し
た
に
ま
か
り

な
り
、
後
住
の
義
ハ
永
々
久
遠
寺

住
持
申
付
候
や
う
に
お
ほ
せ
わ
た
さ
れ
ち
よ
う
で
う
有
か
た
く
か
し
こ
ま
り
た
て
ま
つ
り
候
、

し
か
る
上
は
め
ん

ふ
れ
し
た
な
ら
び
に
末
寺
の
と
も
が
ら
ゑ
め
い

に
誓
詞
い
た
さ
せ
、
な
が
く
違
犯
つ
か
ま
つ
ら
ざ
る
や

う
に
可
二
申
付
一
候
、
ま
ん
一
い
は
い
の
や
か
ら
こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
き
つ
と
可
二
申
上
一
候
、
も
し
み
ぎ
の
お
も
む
き
い
さ
ゝ
か

あ
ひ
そ
む
き
候
ハ
ゞ
な
に
や
う
の
ぢ
う
く
わ
に
も
お
ほ
せ
付
ら
る
べ
く
候
、
よ
つ
て
後
証
の
た
め
く
だ
ん
の
こ
と
し
、

や

中かん
お
う
寺

日
れ
う

い
ん
は
ん

か
き
は
ん

元
禄
四
年
未
五
月
三
日

ひ
も
ん
やほ

つ

け
寺

日
ふ

い
ん
は
ん

か
き
は
ん
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小
ミ
な
とたん

じ
や
う
寺

日
ゑ
い

い
ん
は
ん

か
き
は
ん

じ
し
や御

奉

行

所
（
傍
点
筆
者
）

と
、
天
台
へ
の
改
宗
で
は
な
く
、
身
延
支
配
の
受
派
に
転
派
す
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
文
上
で
は
悲
田
派
は

社
会
か
ら
消
滅
し
た
。

飯
田
藩
で
は
翌
年
か
ら
、
領
内
の
不
受
不
施
派
追
及
が
厳
し
く
な
り
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
正
月
晦
日
付
け
「
領
内
寺
社
切
支

丹
宗
門
改
起
請
証
文
」
（

）
で
は
、
冒
頭
に
「
拙
僧
共
寺
領
・
社
領
・
寺
内
・
門
前
等
至
迄
、
切
死
丹
宗
門
并
法
花
不
受
不
施
之
宗
門
勿
論
悲

田
宗
ニ
而
茂
壱
人
も
無
御
座
候
、」
と
し
、
前
年
の
元
禄
四
年
悲
田
禁
止
の
余
波
を
承
け
、
切
死
丹
・
法
花
不
受
不
施
・
悲
田
宗
無
き
旨
を

領
内
の
寺
社
が
書
き
上
げ
、
明
記
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
一
月
に
は
、
再
び
御
制
禁
の
悲
田
派
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
、
碑
文
谷
日
附
、
谷
中
日
遼
等
が

流
罪
と
な
っ
た
。
（

）

十
二
日
碑
文
谷
法
花
寺
日
附
。
谷
中
感
應
寺
日
遼
。
前
住
日
鐃
。
三
田
大
乗
寺
日
衷
。
中
道
寺
日
善
。
千
駄
が
谷
寂
光
寺
日
祥
。
房

州
小
港
誕
生
寺
中
境
妙
院
日
照
。
同
州
成
川
妙
耀
寺
日
進
御
流
に
處
せ
ら
る
。
こ
は
八
年
前
悲
田
宗
派
禁
制
あ
り
し
時
證
状
を
さ
ゝ

げ
な
が
ら
。
こ
の
た
び
妙
榮
寺
妙
月
に
同
意
し
て
。
改
派
せ
し
に
よ
て
な
り
。
妙
月
は
亡
命
せ
し
に
よ
り
物
色
し
て
捜
索
せ
ら
る
。

こ
れ
を
期
に
法
華
寺
、
感
応
寺
は
天
台
宗
に
改
宗
（

）
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
誕
生
寺
は
日
蓮
出
生
の
寺
な
の
で
改
宗
は
逃
れ
、
受

派
と
な
っ
た
。

ま
た
、
下
伊
那
白
川
領
で
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
六
月
の
「
信
州
領
分
宗
旨
別
人
数
目
録
」
（

）
で
、
領
内
の
総
人
数
、
男
女
、
寺
社

数
僧
・
俗
・
女
内
訳
、
僧
・
俗
、
女
の
項
目
に
分
け
人
数
を
記
し
、「
宗
旨
訳
」
で
は
「
百
四
拾
九
人

受
不
施
日
蓮
宗
」
と
あ
り
、「
不

受
不
施
派
」
を
措
定
し
た
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
こ
の
よ
う
な
「
宗
旨
人
別
帳
」
的
体
裁
を
と
り
、
切
支
丹
並
び
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に
不
受
不
施
を
禁
じ
て
い
る
例
と
し
て
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
南
信
近
藤
知
行
所
（

）
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
同
年
二
月
付
け
の

諏
訪
上
社
領
の
「
神
之
原
村
宗
門
人
別
帳
」
（

）
で
は
「
一
切
支
丹
宗
門
并
悲
田
宗
御
改
之
儀
者
毎
年
之
通
村
中
男
女
、
其
外
出
家
・
社
人
・

山
伏
・
行
人
等
ニ
至
迄
壱
人
茂
不
残
吟
味
仕
候
所
、
御
法
度
之
宗
門
之
者
者
、
勿
論
、
親
族
・
こ
ろ
び
之
末
孫
ニ
而
茂
無
御
座
候
」
と
天
保

十
四
年
前
後
で
も
毎
年
吟
味
を
行
い
各
領
内
で
か
な
り
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
下
伊
那
の
不
受
不
施
寺
院
は
、
不
受
不
施
と
し
て
の
存
続
を
絶
た
れ
天
台
宗
に
改
宗
し
た
。
そ
の
後
も
下
伊
那
で

は
不
受
不
施
の
追
及
が
厳
し
く
、
天
保
年
間
ま
で
切
支
丹
と
共
に
邪
宗
門
と
し
て
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
受
派
に
改
派
す
る
寺
院

の
多
い
な
か
、
改
宗
の
措
置
を
下
さ
れ
た
こ
と
は
、
感
応
寺
の
末
寺
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
同
地
に
お
け
る
不
受
不
施
思
想
、
悲
田

派
の
包
囲
網
を
考
え
る
に
、
こ
の
三
ヶ
寺
は
不
受
不
施
の
姿
勢
が
強
固
で
あ
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

三
、
諏
訪
郡
、
宣
妙
山
高
国
寺

身
池
対
論
に
は
列
座
し
な
か
っ
た
が
、
日
樹
等
と
法
理
一
味
に
申
し
合
わ
せ
た
の
で
同
罪
で
あ
る
と
主
張
し
、
自
ら
追
放
に
加
わ
っ
た

小
湊
誕
生
寺
十
八
世
可
観
院
日
延
は
、
伊
勢
国
一
柳
監
物
殿
直
盛
へ
の
預
か
り
（

）
と
な
り
、
ま
も
な
く
筑
前
に
赴
い
て
い
る
。
諏
訪
郡
高

国
寺
の
開
山
観
誠
院
日
長
は
対
論
か
ら
四
年
後
の
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
三
月
上
旬
に
筑
前
の
日
延
を
訪
ね
本
尊
（

）
を
賜
っ
て
い

る
。

如
三
世
諸
佛
法
之
儀
式

寛
永
十
一
年
甲
戌
暦
三
月
上
旬
吉
日

南
無
无
邊
行

正
像
末
弘
未
法
皆
成
佛
之

大
日
天
王

南
無
上
行
菩
薩
大
梵
天
王

提
婆
達
多

大
印
文
也
、

身
子
尊
者
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文
殊
大

南
無
多
寶
如
耒

鬼
子
母
神
十
羅
刹
女

南
無
妙
法
蓮
華
経

日
蓮
大

小
續
日
家
聖
人

日
延
（
花
押
）

南
無
釈
迦
牟
尼
佛
普
賢
大

天
照
大
神
八
幡
大

目
蓮
尊
者

南
無
浄
行
菩
薩

大
阿
修
羅
王

帝
釈
天
王

南
無
安
立
行

大
月
天
王

為
本
末
契
約
、
授
与
之
者
也
、

歡
成
坊
日
長
筑
前
下
向
時
書
之

我
今
亦
如
是
説
无
分
別
法

信
州
諏
訪
郡
宣
妙
山
高
国
寺
常
住
（
傍
点
筆
者
）

こ
の
本
尊
に
は
、「
為
本
末
契
約
、
授
与
之
者
也
」
と
本
末
の
契
り
を
結
ぶ
為
に
「
観
成
坊
日
長
筑
前
下
向
時
書
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
高
国
寺
は
小
湊
誕
生
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
身
池
対
論
で
久
遠
寺
が
勝
訴
し
、
日
蓮
教
団
の
潮
流
が
受
不
施
の
宗
勢
に
傾
き
つ
つ
あ

る
時
期
に
久
遠
寺
の
隣
国
、
信
濃
国
で
さ
え
も
久
遠
寺
方
の
受
派
へ
は
同
ぜ
ず
、
不
受
不
施
の
姿
勢
を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。こ

の
本
末
契
約
本
尊
授
与
の
前
年
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
は
「
寛
永
の
末
寺
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
が
、
碑
文
谷
法
華
寺
は
久
遠

寺
末
で
は
な
く
配
下
寺
院
と
し
て
法
華
宗
の
帳
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
末
寺
の
把
握
ま
で
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
高
国
寺
他
、
信
濃
国

の
谷
中
感
応
寺
・
碑
文
谷
法
華
寺
の
末
寺
の
（
不
受
不
施
の
）
寺
院
は
一
ヶ
寺
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
寛
永
の
末
寺
帳
」
書
き
上
げ

以
降
に
信
濃
の
不
受
不
施
寺
院
は
転
派
・
改
宗
し
た
の
で
、「
延
享
の
末
寺
帳
」
で
は
久
遠
寺
の
末
寺
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に

「
末
寺
帳
」
で
見
る
限
り
信
濃
国
の
不
受
不
施
寺
院
は
、
筑
摩
郡
の
誕
生
寺
末
の
妙
光
寺
の
み
で
他
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
「
真
志
野
郷
宗
門
改
帳
」
（

）
に
は
、
高
国
寺
檀
家
の
九
兵
衛
が
同
寺
の
檀
家
に
相
違
な
い
旨
を
奉
行
所
に
伝
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え
て
い
る
。

高
国
寺
檀
那

九

兵

衛

一
従
江
戸
御
条
目
之
趣
拝
見
仕
候
、
宗
門
改
ニ
付
而
、
拙
僧
旦
那
壱
人
ハ
代
々
法
花
宗
門
ニ
而
御
座
候
、
随
分
吟
味
仕
御
帳
載
申
候
、

殊
跡
々
も
度
々
御
改
御
座
候
得
者
、
拙
僧
旦
那
之
内
不
審
成
者
無
之
候
、
自
然
此
上
吉
利
支
丹
宗
門
与
、
申
者
御
座
候
者
、
何
時
も

罷
出
急
度
申
分
可
仕
候
、
扨
又
旦
那
之
内
審
成
者
御
座
候
者
、
早
速
可
申
上
候
、
為
後
日
如
此
御
座
候
、
以
上

寛
文
五
年

法
華
宗
高

国

寺

印

乙
巳
二
月
廿
八
日

宗
門
御
改奉

行
所

こ
の
書
状
は
、
真
志
野
郷
の
寺
院
が
江
戸
か
ら
の
御
条
目
の
宗
門
改
め
に
付
き
、
檀
家
数
を
す
べ
て
書
き
上
げ
、
寺
家
の
印
判
が
捺
さ

れ
て
い
る
。
同
年
同
じ
く
二
月
二
八
日
付
け
で
「
五
人
組
帳
」
も
共
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
禁
制
の
対
照
は
吉
利

支
丹
宗
門
で
法
華
宗
の
不
受
不
施
派
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
高
国
寺
は
自
ら
で
は
あ
る
が
身
池
対
論
の
流
罪
僧
日
延
に
末
寺
契
約
を

し
た
不
受
不
施
の
寺
院
で
あ
る
の
に
、
そ
の
旨
は
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
先
の
下
伊
那
の
不
受
不
施
摘
発
を
考
え
る
と
、
同

じ
信
濃
国
で
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に
格
差
が
見
て
と
れ
る
。

先
の
高
国
寺
の
本
寺
、
誕
生
寺
も
連
名
し
て
い
る
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
五
月
三
日
の
書
状
で
「
し
か
る
上
は
め
ん

ふ
れ
し
た

な
ら
び
に
末
寺
の
と
も
が
ら
ゑ
め
い

に
誓
詞
い
た
さ
せ
」
と
あ
る
が
、
文
中
に
あ
る
「
誓
詞
」
を
同
年
五
月
二
七
日
（

）
に
碑
文
谷
法

華
寺
に
送
っ
て
い
る
。

此
度
悲
田
不
受
不
施
御
停
止
ニ
付
則
受
不
施
改
派
仕
候
、
永
々
不
可
有
相
違
候
、
若
於
違
犯
者
日
本
国
中
大
小
神
祇
並
大
乗
妙
典
殊

者
卅
番
神
之
於
罸
可
罷
蒙
者
也
、
依
而
起
請
文
如
件
、
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元
禄
四
年
辛
未
五
月
二
十
七
日

信
州
高
国
寺
日

逞

花
押

血
判

本

寺

碑

文

谷

法

華

寺

佐
久
郡
の
妙
法
山
実
大
寺
、
法
清
山
尊
立
寺
も
こ
れ
に
同
じ
、
悲
田
不
受
不
施
か
ら
受
派
と
な
っ
て
久
遠
寺
末
に
編
入
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。
元
禄
四
年
は
四
月
に
悲
田
新
義
停
止
と
な
り
、
七
月
に
は
不
受
不
施
僧
の
大
検
挙
（

）
が
行
わ
れ
、

十
二
日
日
蓮
宗
悲
田
派
の
輩
廿
六
人
は
八
丈
島
。
廿
三
人
は
大
島
。
八
人
は
三
宅
島
。
五
人
は
新
島
。
七
人
は
神
津
島
に
御
流
せ
ら

る
。

と
、
約
七
〇
名
に
及
ぶ
流
罪
者
を
出
し
た
。
元
禄
四
年
の
悲
田
新
義
停
止
以
降
に
、
こ
の
高
国
寺
の
受
不
施
誓
状
の
他
、
全
国
多
く
の
寺

院
が
受
派
と
な
る
起
請
文
を
寺
社
奉
行
や
身
延
山
久
遠
寺
等
に
提
出
（

）
し
て
い
る
。
寛
文
五
年
の
朱
印
地
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
、
形
式

上
の
受
不
施
転
派
（
実
際
は
悲
田
不
受
不
施
義
の
唱
導
）
が
発
覚
し
た
の
で
、
幕
府
は
不
受
不
施
、
悲
田
派
の
完
全
撲
滅
を
図
り
手
厳
し

い
報
復
措
置
を
と
っ
た
。

元
禄
の
悲
田
壊
滅
以
降
、
諏
訪
郡
の
高
国
寺
、
佐
久
郡
の
実
大
寺
、
尊
立
寺
は
身
延
末
に
組
み
込
ま
れ
受
派
に
転
派
（

）
す
る
こ
と
で
寺

院
の
存
命
を
保
つ
道
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

四
、
結
び

文
禄
の
千
僧
供
養
会
出
仕
問
題
、
そ
し
て
寛
永
の
身
池
対
論
を
期
に
、
教
団
は
社
会
の
中
に
あ
る
仏
教
教
団
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
王
侯
除
外
の
「
受
派
」
が
教
団
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
り
つ
つ
あ
る
中
、
よ
り
純
粋
に
日
蓮
仏
教
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
不
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受
不
施
思
想
を
持
つ
多
く
の
者
は
、
祖
師
以
来
の
宗
義
の
制
法
を
遵
守
し
て
い
る
自
覚
か
ら
、
法
華
宗
内
の
受
派
勢
力
と
時
の
国
家
権
力

を
退
け
た
。
し
か
し
、
教
団
内
で
も
大
勢
を
占
め
て
い
た
は
ず
の
不
受
不
施
思
想
は
、
対
内
的
に
は
久
遠
寺
を
中
心
と
す
る
「
受
派
」
勢

力
で
あ
り
、
対
外
的
に
は
幕
府
が
、「
不
受
不
施
」
退
治
の
共
通
の
利
害
の
も
と
に
、
不
受
不
施
寺
院
へ
の
寺
請
け
の
禁
止
、
不
受
不
施

僧
の
摘
発
、
断
罪
を
お
こ
な
い
、
江
戸
幕
府
統
治
下
の
社
会
か
ら
締
め
出
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
不
受
不
施
の
中
心
寺
院
で
あ
っ
た
、
谷
中
感
応
寺
と
本
寺
碑
文
谷
法
華
寺
は
共
に
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
一
）
十
一

月
、
幕
府
に
よ
っ
て
天
台
宗
に
改
宗
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
信
濃
国
に
お
い
て
も
そ
の
末
寺
が
不
受
不
施
論
争
の
ま
っ
た
だ
中
に

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
の
身
池
対
論
に
お
け
る
不
受
派
の
棟
梁
池
上
日
樹
は
南
信
下
伊
那
飯
田
に
居
し
た
が
、
在
地
に
お
け
る
影
響

力
を
及
ぼ
す
暇
も
な
く
翌
年
五
月
十
九
日
に
遷
化
し
て
し
ま
い
、
由
緒
あ
る
草
庵
・
寺
院
す
ら
後
世
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
法
派
は
谷
中
感
応
寺
末
の
三
ヶ
寺
の
事
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
池
上
日
樹
の
不
受
不
施
思
想
は
、
弟
子
た
ち
に

よ
っ
て
脈
々
と
う
け
つ
が
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
諏
訪
郡
の
高
国
寺
も
堅
固
に
不
受
不
施
を
貫
い
た
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
伊
那
郡
と
諏
訪
郡
で
は
、
領
主
の
不
受
不
施
措
置
に
対

す
る
差
違
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
日
樹
の
配
流
地
伊
那
郡
で
の
不
受
勢
力
拡
張
に
よ
る
反
体
制
運
動
の
萠
芽
を
恐
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
不
安
要
素
を
事
前
に
摘
み
取
る
為
に
追
及
は
厳
し
く
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
信
濃
全
域
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
切

支
丹
追
討
が
峻
刻
で
あ
っ
た
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
飯
田
城
主
と
な
っ
た
京
極
高
知
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
り
、「
宗
門
人
別

帳
」
に
「
不
受
不
施
・
悲
田
」
の
文
字
が
無
く
な
っ
て
も
、「
バ
テ
レ
ン
・
イ
ル
マ
ン
・
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
追
及
は
近
代
ま
で
続
い
た
。

信
濃
国
は
寛
永
期
に
不
受
不
施
僧
が
二
名
流
さ
れ
た
稀
な
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
期
と
し
て
不
受
不
施
思
想
が
顕
在
化
し
た
。
そ
し
て
日

樹
の
伊
那
、
日
進
の
上
田
を
中
心
に
悲
田
派
寺
院
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
反
面
、
北
信
地
域
に
不
受
不
施
寺
院
は
全

く
存
在
し
て
い
な
い
。
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今
後
は
も
う
一
方
の
流
罪
僧
の
地
、
日
進
が
三
十
数
年
に
渡
り
蟄
居
し
た
上
田
、
中
信
地
域
の
不
受
不
施
寺
院
の
考
察
を
領
主
仙
石
氏

と
の
関
係
を
交
え
、
信
濃
国
に
お
け
る
不
受
不
施
派
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註
（
１
）『
宗
義
制
法
論
』
三
六
九
頁
。（『
萬
代
亀
鏡
録
』
所
収
）

（
２
）
辻
善
之
助
著
『
日
本
仏
教
史
』
で
は
、
慶
長
法
難
に
つ
い
て
そ
の
後
の
不
受
不
施
問
題
へ
幕
府
の
措
置
を
考
え
る
上
で
参
考
に
す
べ
き
で
あ
り
、「
不
受

不
施
前
記
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
天
文
法
難
、
安
土
宗
論
は
法
論
に
端
を
発
っ
し
て
お
り
論
争
が
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
身
池
対
論
も
法
論

が
一
因
で
あ
り
、
日
奥
は
流
罪
赦
免
後
の
元
和
九
年
に
「
妙
覚
寺
法
度
」
を
制
定
し
「
問
答
致
す
べ
か
ら
ず
」
と
し
（『
万
代
亀
鏡
録
』
巻
五

巻
八
所

収
、
五
四
頁
）
向
後
の
法
論
を
戒
め
て
い
る
。

（
３
）『
徳
川
實
紀
』
四
七
九

四
八
〇
頁
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
九
巻
所
収
）、
宮
崎
英
修
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
四
二
二
頁
等
、
参
照
。

（
４
）
影
山
堯
雄
「
不
受
不
施
の
法
難
並
び
に
流
僧
の
生
活
に
つ
い
て
」（『
大
崎
学
報
』
第
一
〇
五
号
所
収
）

（
５
）『
長
源
寺
誌
』
に
よ
る
と
、
本
尊
が
四
幅
あ
り
授
与
者
銘
の
あ
る
も
の
は
三
幅
で
い
ず
れ
も
在
家
者
に
授
け
て
い
る
。
他
博
多
の
妙
典
寺
に
「
寛
永
七
疾

午
五
月
十
六
日
信
州
伊
奈
郡
飯
田
書
之
五
十
七

歳
日
樹
」
と
銘
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

（
６
）
拙
稿
「
信
濃
国
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
展
開
」（『
現
代
宗
教
研
究
』
第
三
四
号
所
収
）
参
照
。

（
７
）『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
十
四
巻
、
所
収
。

（
８
）『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
寺
帳
集
成
』
雄
山
閣
、
上
巻
所
収
、
七
七
二
頁
。

（
９
）『
徳
川
実
紀
』
第
六
巻
一
〇
八

一
〇
九
頁
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
三
巻
所
収
）

（

）『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』（
以
下
宗
全
と
略
記
す
）
第
二
一
巻
所
収
、
三
三
五

三
三
六
頁
。

（

）『
宗
全
』
二
一
巻
、
三
三
三
頁
。

（

）『
宗
全
』
二
一
巻
、
三
三
四
頁
。

（

）『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編

第
四
巻
（
二
）
南
信
地
方
一
〇
四

一
〇
五
頁
。
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（

）『
徳
川
實
紀
』
第
六
巻
、
三
五
〇
頁
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
三
巻
所
収
）

（

）『
遺
滴
新
目
録
』
四
八
八
頁
。（
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
研
究
所
編
『
不
受
不
施
史
料
』
第
五
巻
所
収
）

（

）『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編

第
四
巻
（
二
）
南
信
地
方
、
五
一
八

五
二
〇
頁
。

（

）『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編

第
四
巻
（
一
）
南
信
地
方
、
六
五
〇
頁
。

（

）『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編

第
三
巻

諏
訪
地
方
、
一
〇
六
三

一
〇
六
四
頁
。

（

）『
宗
全
』
二
一
巻
所
収
、「
日
樹
書
状
」
寛
永
七
年
五
月
十
五
日
、
九

十
頁
、
日
延
の
配
所
替
え
に
つ
い
て
宮
崎
英
修
著
『
禁
制
不
受
不
施
派
の
研
究
』

二
三

二
六
頁
。
ま
た
日
延
に
つ
い
て
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』
五
六
三

五
六
四
頁
に
よ
る
と
、
日
延
は
加
藤
清
正
が
文

禄
元
年
（
一
五
九
二
）
朝
鮮
出
兵
の
際
に
会
寧
に
て
李
王
宣
祖
の
長
子
臨
海
の
子
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（

）「
高
国
寺
文
書
」（『
信
濃
史
料
』
第
二
六
巻
三
三
一

三
三
二
頁
所
収
）

（

）『
長
野
県
史
』
所
収
、
近
世
史
料
編

第
三
巻

南
信
地
方
、
二
一
二
頁

二
二
二
頁
。

（

）
今
井
真
樹
「
高
国
寺
と
不
受
不
施
」、（『
信
濃

』
四
〇
頁
所
収
）。
山
梨
県
教
育
委
員
会
編
『
身
延
山
久
遠
寺
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
絵
画
目
録

身
延
山

久
遠
寺
総
合
調
査
報
告

』
七
三
頁
の
一
九
八
七
番
が
こ
れ
に
あ
た
る
。『
長
野
県
史
』
通
史
編

第
四
巻

近
世
、
一
三
七
八

三
七
九
頁
。

（

）『
徳
川
實
紀
』
一
一
三
頁
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
三
巻
所
収
）

（

）
山
梨
県
教
育
委
員
会
編
『
身
延
山
久
遠
寺
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
絵
画
目
録

身
延
山
久
遠
寺
総
合
調
査
報
告

』
七
三
頁

（

）『
牧
野
康
重
新
知
郷
村
引
渡
証
文
』（『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編

第
一
巻
（
一
）

東
信
地
方
所
収
）
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
六
月
の
書
状

で
、
実
大
寺
、
尊
立
寺
は
「
一
、
身
延
久
遠
寺
末
寺

法
花
宗
」
と
あ
り
既
に
受
派
に
改
派
し
て
い
る
。

※
本
稿
は
第
五
三
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
で
発
表
し
た
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


